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市税
157.5億円
（26.3%）

使用料等
7.4億円
（1.2%）
その他
23.6億円
（4.0%）

252.9億円
（42.2%）

66.8億円
（11.2%）

144.8億円
（24.6%）

57.5億円
（9.8%）

70.8億円（12.0%）

4.7億円（0.8%）

56.6億円（9.6%）

29.7億円
（5.0%）

70.2億円
（11.9%）

155.4億円
（26.3%）

53.9億円
（9.0%）

36.3億円（6.1%）

国・県の補助金

歳入
598.4億円

歳出
589.7億円

地方交付税

市債

譲与税・交付金

自主
財源
31.5％依存

財源
68.5％

社会保障費

公債費

建設事業費

人件費

物件費等

上下水道・
市民病院

などへの支出

補助費等

その他

歳入歳出差引:8.7億円　翌年度繰越財源:2.4億円　実質収支:6.3億円

財政課　☎24・8144

令和2年度決算報告

決算のあらましと市の財政状況
令和2年度（令和2年4月～令和3年3月）の決算についてお知らせします。

平成21 平成26 令和2 平成21 平成26 令和2

19.8

27.7
24.5

1,434

1,306
1,189

（単位：億円） （単位：億円）
貯金［主要3基金残高］ 借金［全会計市債残高］

（年度） （年度）

決算の内容を更に詳しく知りたい人へ
令和2年度決算の内容を分かりやすくまとめた冊子「決算のあら
まし」を作成しました。ご希望の場合は、財政課までご連絡く
ださい。なお、市ホームページでもご覧になれます。
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会計名 収入 支出 差引

国 民 健 康 保 険 97.9 97.3 0.6

介 護 保 険 100.1 98.2 1.9

後 期 高 齢 者 医 療 15.8 15.8 -

産 業 団 地 6.9 6.9 -

公 債 管 理 93.2 93.2 -

合 計 313.9 311.4 2.5

会計名
収 益 的 収 支 資 本 的 収 支

収入 支出 差引 収入 支出 差引

水 道 27.2 21.4 5.8 0.9 16.0 ▲15.1 
下 水 道 41.4 40.1 1.3 26.4 44.9 ▲18.5 
市 民 病 院 95.6 90.1 5.5 12.2 14.2 ▲2.0 
合 計 164.2 151.6 12.6 39.5 75.1 ▲35.6 

項　目 平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率
（一般会計の赤字度合い）

なし
（赤字はありません）

なし
（赤字はありません）

なし
（赤字はありません） 11.98% 20%

連結実質赤字比率
（全会計を通じた赤字度合い）

なし
（赤字はありません）

なし
（赤字はありません）

なし
（赤字はありません） 16.98% 30%

実質公債費比率
（市の借金返済額の割合） 15.6% 14.3% 12.9% 25.0% 35%

将来負担比率
（市が抱えている負債の割合） 150.6% 142.2% 137.6% 350.0% 基準なし

資金不足比率
（企業会計の資金不足の度合い）

なし
（資金不足はありません）

なし
（資金不足はありません）

なし
（資金不足はありません）

経営健全化基準
20.0％ 基準なし

（単位：億円）

（単位：億円）
収益的収支
１年間の営業結果を表します。
資本的収支
施設の建設や整備に関する収支
です。

企業会計（3会計）の決算

特別会計（5会計）の決算 一般会計の決算　※（　）内は構成比
　
市
の
会
計
に
は「
一
般
会
計
」と
は
別

に
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど

の
特
定
の
事
業
を
運
営
す
る「
特
別
会

計
」と
、
病
院
や
水
道
な
ど
の
民
間
企
業

の
よ
う
に
事
業
収
益
を
集
め
て
運
営
す

る「
企
業
会
計
」が
あ
り
ま
す
。

※
企
業
会
計
で
は
、
資
本
的
収
支
の
不

足
分
を
、
事
業
を
運
営
し
て
生
じ
る
純

利
益
と
現
金
支
出
を
伴
わ
な
い
費
用
か

ら
生
じ
る
内
部
留
保
資
金
で
補
っ
て
い

ま
す
。

　
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
を
始

め
と
し
た
感
染
症
対
策
の
実
施
に
よ

り
、
歳
出
ベ
ー
ス
で
約
５
９
０
億
円

と
過
去
最
大
の
決
算
規
模
に
な
り
ま

し
た
。

　
歳
入
で
は
、
感
染
症
流
行
に
伴
う

経
済
停
滞
や
税
制
改
正
な
ど
の
影
響

で
法
人
市
民
税
が
大
幅
に
減
少
す
る

な
ど
、
市
税
全
体
で
約
９
億
円
の
減
収

と
な
り
、
減
収
補
て
ん
債
の
発
行
な
ど

に
よ
り
補
い
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
公
共
施
設
・
事
業
所

の
衛
生
対
策
、
事
業
継
続
支
援
や
消

費
喚
起
対
策
、
雇
用
や
暮
ら
し
を
守

る
施
策
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
感
染
症

対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
東
み
ど
り
学
園
の
整
備
、

学
校
の
デ
ジ
タ
ル
環
境
の
推
進
、
の
し

ろ
児
童
館
の
整
備
な
ど
、
教
育
や
子
育

て
環
境
の
充
実
を
図
り
、
北
陸
新
幹
線

延
伸
開
業
に
向
け
て
は
、
小
松
駅
周
辺

の
プ
ラ
ン
づ
く
り
や
空
港
隣
接
地
の
区

画
整
理
事
業
を
進
め
ま
し
た
。

　
収
支
状
況
は
、
効
率
的
な
予
算
執

行
に
努
め
、
約
６・３
億
円
の
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
の
借
金
の
残
高
は
、
市
債
の
発
行
の
抑
制

や
繰
上
償
還
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
21

年
度
の
ピ
ー
ク
期（
１
４
３
４
億
円
）か
ら
11
年

間
で
２
４
５
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
貯
金（
主
要
３
基
金
・
決
算
積
立
後
）は
、
複
数

年
度
間
の
財
源
調
整
な
ど
に
備
え
る
も
の
で
、
令

和
２
年
度
末
は
、24
・５
億
円
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
様
々
な
財
政
需
要
に
対
応
で
き
る

よ
う
貯
金
を
確
保
し
つ
つ
、
将
来
負
担
の
軽
減

に
取
り
組
み
ま
す
。

※
主
要
３
基
金
と
は
、
財
政
調
整
基
金
、
地
域

経
済
活
性
化
対
策
基
金
、
減
債
基
金
の
３
基
金

の
こ
と
で
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
は
、
全
項
目
で

国
が
定
め
た
早
期
健
全
化
基
準
・
財
政
再
生
基

準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
質
公
債
費

比
率
や
将
来
負
担
比
率
は
改
善
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

特
別
会
計
と
企
業
会
計

令
和
２
年
度
決
算
の
特
徴

健
全
化
判
断
比
率
の
状
況

市
の
借
金
残
高・貯
金
残
高
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